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令和４年度 

第 429 回 千葉地方最低賃金審議会 

 

１ 日時 令和４年８月５日（金） 15：10 ～ 15：35 

 

２ 場所 千葉労働局１階会議室 

 

３ 出席者（委員） 

     公益委員   

大澤委員、鈴木委員、中原委員、下田委員、大竹委員 

     労働者側委員  

       中島委員、野田委員、田中委員、鈴木委員、岡田委員 

     使用者側委員 

       髙橋委員、今関委員、黒岩委員、神田委員、池田委員 

 

４ 議題 

（１）千葉県最低賃金専門部会からの報告について 

（２）千葉県最低賃金の改正決定について（審議・答申） 

（３）その他 

 

５ 配付資料 

千葉県最低賃金の改正決定に関する報告書（写）                        

 

６ 議事内容 

 

○ 会長  

ただ今から、第 429 回千葉地方最低賃金審議会を開催いたします。 

本審議会は、審議会運営規程第６条に基づき公開で開催することになりま

すので公示しましたが、傍聴を希望される方はおりませんでした。 

なお、本日の議事につきましては、議事録を作成し、公開することといた

しますのでよろしくお願いいたします。 

事務局から本審議会の成立について報告をお願いします。 

 

○ 賃金室長補佐 

本日は、公労使すべての委員に御出席をいただいておりますので、本審議

会は有効に成立していることを御報告いたします。 
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○ 会長 

本日の議事に入ります。 

議題（１）の千葉県最低賃金専門部会からの報告についてです。 

専門部会の部会長を仰せつかっている私から御報告申し上げます。 

本年７月 12 日に開催された第 427 回本審議会において、労働局長から千

葉県最低賃金の改正決定について諮問がなされたことを受け、同日、千葉県

最低賃金専門部会の設置を決定し、８月２日、３日、４日、５日の計４回にわ

たり、千葉県最低賃金の改正について慎重に審議してまいりました。専門部

会では、労使双方から真摯な御意見が出され、着地点を見出すべく労使双方

に慎重な御議論をいただきましたが、残念ながら意見の一致をみることは出

来ず、労使の主張の隔たりを埋めることは難しいと判断せざるを得ませんで

した。その結果、御手元の資料の「千葉県最低賃金の改正決定に関する報告

書（写）」のとおり、専門部会としての結論を得たところです。お目通し願い

ます。 

ここで、労使双方の主張について、手短に説明させていただきます。 

労働者側の主張ですが、景気回復基調にある経済をより順調にするために

も賃上げが必要である。さらに、春闘の流れも波及させなければならない。

消費者物価の値上がりもあり、賃上げが必要である。ワーキングプアの存在

を解消するため、また、Ａランク内の他県との賃金格差是正を目指すという

ことでした。 

第１回目の議論で 39 円との主張から歩み寄っていただき、最終的には中央

最低賃金審議会の目安額である 31 円にプラス１円、全会一致になるのであれ

ば目安どおりでもという歩み寄りをしていただきました。 

使用者側については、この景気状況の中、さらにコロナ禍が終息しないう

ちにエネルギー不足に端を発した物価上昇が起き、中小零細企業を中心に大

変厳しい状況であるということで、当初は 13 円からスタートし、29 円まで上

げていただきました。29 円の根拠は賃上げ率３％ということでした。最終的

に、これ以上の賃上げは中小零細企業にも説明は付かない。労働者のワーキ

ングプアだけではなく、零細事業者の中には経済弱者の経営者も県内地域に

おいては存在することから、この２円の差を埋めることが大変。最終的には、

難しいという判断に至りました。 

公益委員としては、双方の主張を踏まえ調整を行いましたが、残念ながら

意見の一致をみることはできず、労使の主張の隔たりを埋めることは難しい

と判断せざるを得ませんでした。このため、公益委員としては、中央最低賃

金審議会の答申、本県の経済情勢などの諸状況を考慮して、千葉県最低賃金
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を 31 円引き上げ時間額 984 円とし、これを令和４年 10 月１日に発効させる

という公益委員案を提示し、採決に入りました。採決の結果、労働者側委員

３人と部会長を除く公益委員２人が賛成、使用者側委員３人が反対であった

ことから、公益委員案の賛成者が過半数となり、報告書の取りまとめに至っ

たものです。 

これを踏まえ、議題（２）の千葉県最低賃金の改正決定について入ります。 

ただ今報告したとおり、千葉県最低賃金専門部会としての結論を得たとこ

ろですが、当審議会としての結論を出さなければなりません。採決にあたり、

これまでの議論の経過等を確認する必要があれば、その時間を設けますがい

かがでしょうか。 

 

○ 一同「必要ありません」の声 

 

○ 会長 

それでは採決いたします。  

千葉県最低賃金を 31 円引上げ 984 円とすることに賛成の方、挙手をお願

いいたします。 

 

＜労働者側委員５人と会長を除く公益委員４人が挙手＞ 

 

○ 会長 

賛成９人。 

反対の方、挙手をお願いします。 

 

＜使用者側委員５人が挙手＞ 

 

○ 会長 

反対５人。 

 

○ 会長 

賛成９人、反対５人ですので、過半数の委員の賛成をいただきました。 

よって、ただ今お諮りした案をもって労働局長へ答申いたします。 

ありがとうございました。 

事務局は、千葉県最低賃金の改正決定についての答申文案を配付のうえ、

朗読をお願いします。 
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○ 賃金指導官 

 

＜答申文案を朗読＞ 

 

○ 会長 

内容についていかがでしょうか。 

 

○ 一同「特になし」の声 

 

○ 会長 

それでは、千葉県最低賃金の改正決定について、労働局長に答申いたしま

す。 

 

＜会長から労働局長に答申文を手交＞ 

 

○ 賃金室長 

ただ今、会長から答申をいただきましたので、労働局長から一言御礼申し

上げます。 

 

○ 労働局長    

ただ今、千葉県最低賃金の改正決定について答申をいただいたところです。 

委員の皆様方には、７月 12 日の本審議会への諮問以降、専門部会で数次に

わたって精力的に御議論いただき、心から感謝申し上げます。特に、今回の

改正にあたっては、コロナ禍の中、物価高騰や国際情勢など例年になく大変

な状況での議論であったかと思います。委員の皆様方に、こういった取組み

に対し敬意を表するとともに、改めて感謝申し上げます。 

千葉労働局では、本答申を受けて 10 月１日の発効に向け、改正手続を進め

てまいります。また、改正後の千葉県最低賃金額の周知に徹底して取り組ん

でまいるとともに、県内中小企業への支援として助成金が最大限活用される

よう、より一層の周知を行ってまいります。 

本日は、誠にありがとうございました。 

 

○ 会長 

ありがとうございました。 

つきましては、千葉県最低賃金専門部会は、その任務を終えましたので、

最低賃金審議会令第６条第７項の定めるところにより、異議申出を審議する
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こととなる次回本審議会の開催日をもって廃止することとしてよろしいかお

諮りいたします。 

 

○ 一同「異議なし」の声 

 

○ 会長 

御了承いただきましたので、次回第 430 回本審議会の開催日をもって千葉

県最低賃金専門部会を廃止いたします。 

事務局は今後の日程について説明してください。 

 

○ 賃金室長 

ただ今、審議会から千葉県最低賃金の改正決定について答申をいただきま

したので、最低賃金法第 11 条第１項及び第 12 条に基づき、答申の要旨を公

示し、異議申出を受けることになります。公示期間は 15 日間です。本日、審

議会終了後に公示しますので、８月 20 日（土）までが異議申出期間となりま

すが、同日及び翌８月 21 日（日）は休日にあたるため、期間終了日は繰り越

され８月 22 日（月）となります。 

異議申出があった場合は、その取扱いについて審議していただく必要があ

りますので、８月 23 日（火）午前 11 時から千葉労働局１階会議室にて、異

議出のあった場合の本審議会を予定しております。 

なお、本日答申をいただきましたので、８月 12 日（金）の予備日はなくな

りましたことを御報告いたします。 

 

○ 会長 

ただ今の説明のとおり、異議申出があった場合は、その取扱いについて８

月 23 日（火）に開催する本審議会で審議いたしますので、よろしくお願いし

ます。 

次に、事務局から特定最低賃金の審議日程について説明願います。 

 

○ 賃金室長 

８月２日に行われた第 428 回本審議会において、特定最低賃金の改正決定

の必要性の有無に関する諮問をいたしました。８月３日の第１回特別小委員

会において、改正決定の必要性について審議を行いましたが、結論には至ら

ず、８月 22 日（月）午前９時 30 分から開催する第２回特別小委員会にて審

議を継続することとなりました。そこで報告書を取りまとめ、８月 23 日（火）

の第 430 回本審議会で審議を行っていただくこととなります。そのため、同
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日の本審議会では、審議の状況に応じて改正決定の諮問を行い、特定最低賃

金専門部会の設置まで審議が及ぶこととなりますので、よろしくお願いいた

します。 

また、本日、答申をいただいたことについて、この後、千葉県庁の民放記

者クラブに報道発表資料の投げ込みを行う予定です。 

なお、８月 12 日（金）のほかに８月 31 日（水）にも予備日を設けており

ましたが、こちらについてもなくなりましたことを付け加えさせていただき

ます。 

 

○ 会長 

確認ですが、民放記者クラブと県政記者クラブがありますが、県政記者ク

ラブの方には大丈夫ですか。 

 

○ 賃金室長補佐 

会長から御指摘いただきましたとおり、千葉県庁５階にある県政記者クラ

ブに投げ込みを行いますので、訂正させていただきます。 

 

○ 会長 

ほかに何かございますか。よろしいですか。 

 

○ 労働者側委員 

最後ですので、労働者側から一言申し上げたいと思います。 

先ず、最近の急激な物価上昇を含め大変厳しい環境を中で、真摯に議論を

いただいた使用者側の皆様、労使の意見を御集成いただき取りまとめいただ

いた公益の先生方、そして何より審議会の円滑な運営に多大なる御尽力をい

ただいた千葉労働局の事務局の皆様、改めて感謝を申し上げたいと思います。 

専門部会の中で色々と申し上げてきたので改めてではないのですが、１点

だけお願いになりますが、最低賃金の引き上げについては、引き上げる環境

整備に向けた取り組みが重要だと思っております。政府の各種支援策の利活

用状況等を踏まえた効果測定等を踏まえたうえで、一層の制度の利活用促進

とセットで、最低賃金引上げ分を含めた労務費上昇分を適切に価格転嫁でき

るよう前年度以上にしっかりやるということが必要だということを訴えさせ

ていただければと思います。 

本日の審議日程につきましても、労働者側からの開催時間変更の要望に対

し柔軟に御対応いただき、この場をお借りして改めて感謝申し上げたいと思

います。引き続き、特定最低賃金の審議が行われますが、労働者側としても
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公労使の三者構成を大事にしながら論議に臨んでまいりたいと思います。 

本日はありがとうございました。 

 

○ 使用者側委員 

私からも一言申し上げさせていただきたいと思います。 

初めに、今回の調整に御尽力いただいた公益委員の先生方に改めて御礼を

申し上げたいと思います。ありがとうございました。また、労働者側の皆様、

そして事務局の皆様にも御礼申し上げたいと思います。今回、全会一致とは

なりませんでしたが、使用者側としても、主張すべき点は十分主張させてい

ただいたうえで可能な限り歩み寄ったつもりでおります。そこは改めて御理

解いただければと思います。結果として採決での31円引上げとなりましたが、

結果はしっかり受け止め、引き続き、我々傘下の会員企業等に対し、厳しい

経営環境は続きますが、更なる生産性の向上に向けた支援に努めるとともに、

今後、我々使用者側も、先ほど労働者側からも話がありましが、景気回復を

伴った状況下での賃上げが早期に実現するよう、そうした環境づくりに資す

るよう、引き続き努めていきたいと考えております。 

ありがとうございます。 

 

○ 会長 

労働者側、使用者側ともに、丁寧なお言葉をいただきました。ありがとう

ございます。救われた思いがいたします。 

他にはよろしいでしょうか。 

特にないようですので、以上をもちまして閉会といたします。 

御協力ありがとうございました。 

 


